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1. 平成29年12月期第3四半期の連結業績（平成29年1月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年12月期第3四半期 66,332 2.9 4,416 27.5 4,440 33.3 3,179 △1.0

28年12月期第3四半期 64,471 1.4 3,465 102.1 3,332 111.3 3,212 213.8

（注）包括利益 29年12月期第3四半期　　4,220百万円 （120.4％） 28年12月期第3四半期　　1,915百万円 （64.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年12月期第3四半期 53.34 ―

28年12月期第3四半期 53.87 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

29年12月期第3四半期 86,309 44,028 51.0

28年12月期 82,434 40,414 49.0

（参考）自己資本 29年12月期第3四半期 44,019百万円 28年12月期 40,407百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年12月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00

29年12月期 ― 0.00 ―

29年12月期（予想） 10.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成29年12月期の連結業績予想（平成29年 1月 1日～平成29年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 88,000 2.2 5,100 8.3 5,100 9.6 2,650 5.7 44.45

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年12月期3Q 62,074,351 株 28年12月期 62,074,351 株

② 期末自己株式数 29年12月期3Q 2,470,433 株 28年12月期 2,454,547 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年12月期3Q 59,612,924 株 28年12月期3Q 59,631,644 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】２ページ「当四半期決算に関する定性的情報」をご覧くだ
さい。



大倉工業株式会社(4221) 平成29年12月期 第３四半期決算短信

1

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………… ２

（１）経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………… ２

（２）財政状態に関する説明 ……………………………………………………………………………… ２

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………… ２

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………… ３

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………… ３

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………… ５

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………… ７

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………… ７

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） …………………………………………… ７

（追加情報） …………………………………………………………………………………………… ７

（セグメント情報等） ………………………………………………………………………………… ８

決算短信（宝印刷） 2017年11月07日 12時38分 1ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



大倉工業株式会社(4221) 平成29年12月期 第３四半期決算短信

2

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、依然として海外政治情勢等の動向に不透明感はあるものの、

海外経済の改善に伴う輸出の増加や底堅い個人消費の下支えにより、景気は緩やかな回復を続けてまいりました。

　このような状況のもと、当社グループでは、地道な販売活動に努めた結果、当第３四半期連結累計期間の売上高

は663億３千２百万円と前年同四半期比2.9％の増収となりました。

　利益面では、増収に加えて新規材料事業における新工場の損益改善などにより、営業利益は44億１千６百万円

（前年同四半期比27.5％増）、経常利益は44億４千万円（前年同四半期比33.3％増）となりました。親会社株主に

帰属する四半期純利益は、前年同期のような特段の特別利益の計上がなかったことから31億７千９百万円（前年同

四半期比1.0％減）となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

　

〔合成樹脂事業〕

　産業資材用フィルムや農業向けマルチフィルムを中心に販売数量が増加したため、売上高は364億９千３百万円

（前年同四半期比1.9％増）となりました。一方、営業利益は当期首より上昇している原材料価格が第１四半期連結

会計期間までは前年同四半期を下回っていたものの、第２四半期連結会計期間以降は一転して前年同四半期を上回

って推移したことなどにより、31億５千３百万円（前年同四半期比8.8％減）となりました。

　

〔新規材料事業〕

　大型液晶パネルの需要増加に伴い、光学フィルムの販売数量が増加したことで、売上高は191億１千９百万円（前

年同四半期比4.9％増）となりました。営業利益は販売数量の増加に加えて、新工場の生産性が大幅に改善したこと

などにより、19億２千１百万円（前年同四半期比174.1％増）となりました。

　

〔建材事業〕

　パーティクルボードの販売数量がフロア関連向けに伸びたことにより、売上高は61億１千４百万円（前年同四半

期比1.5％増）となりました。営業利益は、減価償却費などの固定費の削減により１億４千１百万円（前年同四半期

比103.6％増）となりました。

　

〔その他〕

　木材加工（プレカット）事業並びに情報処理システム開発事業の受注が好調であったことにより、売上高は46億

５百万円（前年同四半期比4.6％増）となりました。営業利益は販売数量の増加により５億２千４百万円（前年同四

半期比10.4％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ38億７千４百万円増加し、863億９百万円とな

りました。その主な内訳は、現金及び預金の増加４億６千６百万円、売上債権の増加12億２千６百万円、投資有価

証券の増加14億５千７百万円などによるものであります。

　一方、負債につきましては、仕入債務の増加27億６千３百万円、法人税、事業税などの支払いによる未払法人税

等の減少６億９千７百万円、長期借入金の減少18億８千４百万円などにより前連結会計年度末に比べ２億６千万円

増加し、422億８千万円となりました。

　また、純資産は、利益剰余金の増加25億８千３百万円、その他有価証券評価差額金の増加10億２千９百万円など

により、前連結会計年度末に比べ36億１千４百万円増加し、440億２千８百万円となりました。

　以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べて2.0ポイント上昇し、51.0％となりました。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年７月28日に公表いたしました連結業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,473 7,940

受取手形及び売掛金 23,955 24,889

電子記録債権 2,409 2,701

商品及び製品 4,041 4,172

仕掛品 842 900

原材料及び貯蔵品 3,016 3,370

販売用不動産 98 172

繰延税金資産 205 471

その他 415 427

貸倒引当金 △21 △23

流動資産合計 42,437 45,022

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 16,041 15,992

機械装置及び運搬具（純額） 6,564 6,695

土地 6,472 6,493

建設仮勘定 1,100 909

その他（純額） 407 509

有形固定資産合計 30,586 30,601

無形固定資産 281 422

投資その他の資産

投資有価証券 8,099 9,558

繰延税金資産 407 83

その他 695 685

貸倒引当金 △72 △65

投資その他の資産合計 9,129 10,261

固定資産合計 39,997 41,286

資産合計 82,434 86,309
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,176 17,940

短期借入金 4,934 4,451

1年内返済予定の長期借入金 2,894 2,897

リース債務 17 4

未払法人税等 1,200 503

設備関係支払手形 41 18

賞与引当金 ― 694

その他 7,167 6,995

流動負債合計 31,432 33,505

固定負債

長期借入金 5,609 3,724

リース債務 2 0

繰延税金負債 18 131

退職給付に係る負債 3,960 3,985

その他 996 933

固定負債合計 10,587 8,775

負債合計 42,020 42,280

純資産の部

株主資本

資本金 8,619 8,619

資本剰余金 9,068 9,068

利益剰余金 21,194 23,777

自己株式 △839 △849

株主資本合計 38,042 40,616

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,460 3,490

為替換算調整勘定 170 172

退職給付に係る調整累計額 △267 △260

その他の包括利益累計額合計 2,364 3,402

非支配株主持分 7 9

純資産合計 40,414 44,028

負債純資産合計 82,434 86,309
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 64,471 66,332

売上原価 54,151 54,928

売上総利益 10,319 11,403

販売費及び一般管理費

販売手数料 156 127

運送費及び保管費 2,048 2,140

給料 1,510 1,492

賞与 292 318

賞与引当金繰入額 195 192

役員報酬 201 199

退職給付費用 94 85

減価償却費 128 133

研究開発費 673 688

貸倒引当金繰入額 △0 3

その他 1,553 1,607

販売費及び一般管理費合計 6,854 6,986

営業利益 3,465 4,416

営業外収益

受取利息 1 0

受取配当金 76 85

雑収入 102 76

営業外収益合計 180 162

営業外費用

支払利息 147 107

為替差損 118 2

雑損失 48 28

営業外費用合計 313 138

経常利益 3,332 4,440

特別利益

固定資産売却益 1,303 ―

特別利益合計 1,303 ―

特別損失

固定資産除売却損 270 196

投資有価証券評価損 0 ―

特別退職金 8 ―

特別損失合計 279 196

税金等調整前四半期純利益 4,356 4,244

法人税、住民税及び事業税 1,454 1,315

法人税等調整額 △309 △252

法人税等合計 1,144 1,062

四半期純利益 3,211 3,182

非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

△0 2

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,212 3,179
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 3,211 3,182

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,292 1,029

為替換算調整勘定 △22 1

退職給付に係る調整額 18 7

その他の包括利益合計 △1,296 1,038

四半期包括利益 1,915 4,220

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,916 4,218

非支配株主に係る四半期包括利益 △1 2
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

　 （繰延税金資産）

　 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年１月１日 至 平成28年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

合成樹脂
事業

新規材料
事業

建材事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 35,806 18,234 6,025 60,066 4,404 64,471 ― 64,471

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

3 ― ― 3 374 377 △377 ―

計 35,810 18,234 6,025 60,069 4,779 64,849 △377 64,471

　セグメント利益 3,459 700 69 4,229 474 4,704 △1,239 3,465

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホテル事業、木材加工事業、宅

地造成及び建物建築事業、情報処理システム開発事業及び不動産賃貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,239百万円には、セグメント間取引消去△０百万円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,238百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

合成樹脂
事業

新規材料
事業

建材事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 36,493 19,119 6,114 61,726 4,605 66,332 ― 66,332

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

3 ― ― 3 406 409 △409 ―

計 36,496 19,119 6,114 61,730 5,011 66,742 △409 66,332

　セグメント利益 3,153 1,921 141 5,215 524 5,740 △1,323 4,416

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホテル事業、木材加工事業、宅

地造成及び建物建築事業、情報処理システム開発事業及び不動産賃貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,323百万円には、セグメント間取引消去０百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,323百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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